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D 135 成人の就寝状態に関する一調査研究　一学生層と親層との比較一

新潟大教育　両橋類子

被　服　183

　目的：　寝具材科の多様化、寝室環境の変化等、寝具を取り巻く状況は大きく変容した。

また、健康志向の風潮ともあいまって睡眠への関心も一層高まり、同時a.ふとんのとら｡え

方も多様化してきた。本研究では学生層と親層について、年間の窒温に応じた快適な就寝

状態を求めるための調査研究をおこなった。

　方法：　調査対象は新潟大学教育学部生237名と学生の親層の計474名で、調査期間は1988

年１月- 10月までとし、気温の変化に伴う就寝状態の変容を個々に継続的に記録した。その

うちの室温o～５、18～20、3 0℃以上の３水準についてアンケート調査を行い、回収率it 96

.0%であった。調査内容は①気gと就寝形式②掛けているものの重量《3》寝衣⑤冷暖房R湿

感の有無⑤快適に寝るための工夫⑦温冷感と快適感の７項目である。

　結果：　気温３水準と就寝形式の関係は、o~ 5℃では敷布団１枚の形式では寒く、30℃以

上では敷布団が２枚あるいはマットレス形式では暑く不快であるなど気温に対応した就寝

状態の変容があったが、学生、親層とも気温の変化に伴って、敷寝具を変Iえるよりも、掛

けているものや寝衣を変えることで寝床気候を調節する傾向が強かった。掛けているもの

の重量はいずれの気温でも親層が学生層より重く、ifらつきも大であった。学生層の平均

重量は気温が低い順に8:　４：　１であり、親層は6.5：　3.6：　１であった。就寝状態を変える基

準は寝室温5 ℃の温度間隔が最も高率であり、学生層に比し親層は小さい温度幅であった、

寝室温の他には気候全般、また寒いときは最低気温そして暑いときは最高気温を目安とし

ている割合が高かった。学生層と親層の異なる点は30℃以上の寝衣であった。低両気時の。

温冷感・快適感は冷暖房をすることにより良好な方向へと変容した。

D 136 寝具の圧縮特性に関する研究

鳥取大教育　伊藤紀子

目的　寝具に関する研究は、温熟特性、寝心地感等につい

れらの研究に使用された寝具は、未着用のものが主であり

討は、ほとんど見あたらない。
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　そこで、本研究では快適な寝具選択のための基礎資料を得ることを目的として、数種類

の寝具を用いて３ヶ月着用後の圧縮特性および寝心地感を測定した。

方法　実験用寝具の充填材（中わた）は、綿100％、綿50％・i' <llスf刄50％、参゜i)IXrlllOO％、

羊毛100％、ウl$ンフt-ム入り綿50％・参゜リI XrII50％の５種類である。圧縮特性の測定箇所は、

各寝具につき中心から15c・問隔にたて15列よこ11行の計55箇所とした。圧縮特性の測定に

は、著者らが試作した圧縮特性測定装置を使用し、ﾏｲｸDコンピュりと連枯し、一定速度で60

gf/C●2までの圧縮一回復曲線の計測を行わせた。寝具の圧縮特性の他に充填材の力学特性

および寝心地感についても実験を行った。

結果　一般に広く使用されている綿100％の未着用寝具は、適度なかさ高性や弾力性があ

り綿50％･ *'>lロテ1)50％やド')I7t)(100％の寝具と比較して圧縮特性にii とんど差が認めら

れなかった。しかし、３ヶ月着用することによってかさ高性が大きく低下し、60gf/c．^圧

縮時の変形量も威少した。一方、参゜リiステ)iioo％の寝具の圧縮変形量は、未着用寝具の変形

量と比較してほとんど変わらないことがわかった。この結果は、寝具充填材の圧縮特性や

官能検査の結果と同一傾向であった。


